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法学書を中心としたもの 4 以外はほとんどない 5。近年、国立ソウル大学校 6 のアイデン
1	 図書館とは「図書館資料を蒐集・整理・分析・保存して公衆に提供することで、情報利用・調査・研







5	 ソウル大学校法科大学 100 年史でも、ごく簡単に 1946 年以後の法学図書館を扱っているのみである。
ソウル大学校法科大学同窓会編『ソウル大学校法科大学百年史：1895‒1995』（2004）、418‒423 頁参照。





























に設立されたものだった。1906 年 2 月、尹致昊らは「大韓図書館」設立運動を展開した。
最初は民間主導で進めていたが、同年 3 月に政府の支援を受け、両者が混合する形態で
設立された。1908 年 12 月には、大韓図書館に宗正府庁舎が使用され、奎章閣や宮中の
所蔵図書がここへ移管された。しかし、1910 年 8 月の日韓併合の結果、それ以上の発展
7	 詳細については、本シンポジウムの崔鍾庫報告「ソウル大学校における京城帝大法学の遺産」を参照。
8	 2006 年に刊行された『ソウル大学校 60 年史』では、京城帝国大学をソウル大学校の前史として扱って
おり、図書館も 1946 年から述べられている。ソウル大学校 60 年史編纂委員会編『ソウル大学校 60 年












表的な図書館として位置づけられた。これは解放後の 1945 年 10 月に国立図書館となり、
現在に至っている。米軍政が議会図書館を設立するため、同年 12 月に同館所蔵の法律図
書の移管を要請したが、反対により霧散した 12。




　1895 年に法官養成所が設置され、法学教育が実施された。これは 1909 年に法学校、






後は奎章閣韓国学研究院）が管理している。2011 年 11 月現在の古文献の状況は以下の
通りである 14。 
表 1　ソウル大学校中央図書館蔵の古文献
区　分 総冊数 古文献資料＊ 貴重本 個人文庫＊＊
1945 年
以前蒐集
東洋書 185,553 185,170 364
西洋書 123,887 123,640 247
小計 309,440 308,810 611
1945 年以後蒐集 102,185  45,135 57,050
総計 411,625 353,945 611 57,050
10	 この部分の叙述は、ソウル大学校法学大学院の金那英司書の助力を得た。もっとも、同叙述の文責は筆
者にある。
11	「公立私立専門学校規程」（朝鮮総督府令第 21 号、1922.4 施行）第 5条①校舎には次の各室を具備しなけ
ればならない。（省略） 3. その他必要な…図書室…など各室（以下略）。
12	 元鍾麟「朴奉石の図書館思想研究」『朴奉石の生涯と思想』（太一社、2000）、46‒48 頁参照。











の総蔵書数が 94,423 冊である一方、京城帝国大学付属図書館の蔵書数は 368,156 冊でこ
れらの 4倍水準である 15。そして 1930 年、1935 年、1940 年の京城帝国大学の全体予算平
均 2,382,435 円のうち、全体の図書購入予算は平均 43,350 円で全体の 1.81％であった 16。
　蔵書収入の現況を把握することのできる 1926 年から 1932 年までの蔵書増加の特徴
は、以下の通りである。まず、1926 年の設置後から 1945 年までの総蔵書数が約 552,000
冊であることから、毎年約 26,280 冊増加しているが、奎章閣の資料約 12,8000 冊を除け
ば約 20,190 冊になる。1926 年から 1932 年までの蔵書は毎年 48,453 冊増えたが、奎章閣
の資料を除くと 27,089 冊になる。そして奎章閣の資料を除いた東洋書の増加は年平均で




























































　上記大分類のうち法書は 5000 番に当たり、詳細な内訳は以下の通りである。 
5000 法律（法律学・法理学）
5100 法制史：5110 古代法制、5111 公家制度、5112 武家制度、5113 地方制度、5114 官職、5115 儀
式典制・有職故実 21、5120 朝鮮法制 22、5130 中国法制、5140 外国法制、5141 羅馬法
5200 国法学：5210 憲法
5300 刑法：5301 総則、5305 判決例、5306 刑事学・刑事政策・犯罪
5310 民法：5311 総則、5312 物権法、5313 債権法、5314 親族法、5315 相続法、5316 登記法、5317 
借地借家法、5318 判決例
5330 商法：5331 総則、5332 会社法、5333 商行為法、5334 手形法、5335 海商法、5336 保険法、5337 
商業登記法、5338 判決例












5500 政治：5510 政治学・国家学・国家および国体論、5520 政治史、5530 各国政治事情
5600 議院：5610 選挙、5620 政党
5700 外交：5710 外交史、5720 条約、5730 国際問題・国際会議、5740 東洋および中国問題
5800 行政：5810 行政法、5820 官庁・官制・官吏、5830 褒賞・恩給・勲章
5840 内務行政：5841 戸籍、5842 警察・消防、5843 刑務所、5844 著作権法・出版法・新聞紙法
5850 地方行政：5855 府県制、5856 町村制、5858 地方改良
5860 都市行政：5864 都市計画、5865 都市経営事業
5880 行政裁判










　本項では、狭義の法書である 5000‒5300 番代の法書を分析対象とする 25。東洋書の単行
本は全体で 185,553 冊あり、このうち法書は 11,272 冊で全体の 6.07％を占めている 26。 
　1）主題別冊数 
　主題別冊数は表 3 の通りである。特徴としては、中国法制史の書籍が最も多く 5,966
冊と全体の 52.93％を占め、法制史全体では 6,860 冊の 60.86％と圧倒的である。その次
は民法で、1,101 冊の 9.77％である。憲法を含む国法学が 2.7％と少なく、その他の実定
法は 2‒5％を維持し、裁判所や国際法の比率が 2％以下と低い。そして、法令集も 5.7％





訴訟法は刑法と同じ 345 で、民事訴訟法は 347 に分類される。
25	 以下は、ソウル大学校中央図書館のデータベースを利用したもので、実際の調査結果とは異なる場合も
ある。
26	 ソウル大学校における単行本を基準とした法学図書の比率は 4.42％（136,655 ／ 3,225,707 × 100）で、








中分類 冊数（％） 中分類 冊数（％） 中分類 冊数（％）
5000 法律一般 601（5.33） 5200 国法学 301（2.67） 5370 国際法 157（1.39）
5100 日本法制 667（5.92） 5300 刑法 470（4.17） 5380 判決例 269（2.39）
5120 韓国法制 154（1.37） 5310 民法 1,101（9.77） 5390 法令集＊ 593（5.26）
5130 中国法制 5,966（52.93） 5330 商法 470（4.17）
5140 外国法制 50（0.44） 5350 訴訟法 383（3.40）
5141 ローマ法 23（0.20） 5360 裁判所 49（0.43） 総計 11,272 　　　 







年　度 冊数（％） 年　度 冊数（％） 計
16 世紀 179（1.59） 1906‒1909 415（3.68） 年　度 冊数（％）
17 世紀 289（2.56） 1910‒1919 450（3.99） 1867 以前 1,844（16.36）
18 世紀 356（3.16） 1920‒1924 354（3.14） 1868‒1909 2,866（25.43）
1800‒1867 1,020（9.05） 1925‒1929 1,160（10.29） 1910‒1924 804（7.13）
1868‒1879 242（2.15） 1930‒1934 966（8.57） 1925‒1944 4,008（35.56）
1880‒1889 1,320（11.71） 1935‒1939 1,176（10.43） 1945 以後 30（0.27）
1890‒1905 889（7.89） 1940‒1944 706（6.26） 未　詳 1,719（15.25）
　1867 年以前に刊行された本は 1,844 冊（16.36％）、明治維新（1868）以降日韓併
合（1910）前までは 2,866 冊（25.43％）、京城帝国大学設置（1924）前までは 804 冊




















行政学会が刊行した『朝鮮法令輯覧』など 10 冊、判決集は 1888 年に法曹会が刊行した
『大審院刑事判決抄録』をはじめ、官撰・私撰の全 15 種がある。また、11 種の統計や年
報、41 種の学術誌、5 種の法律新聞がある。さらに、中国や台湾に関する法令集、判決








　これに該当する種数は全 387 種で、発行年度はすべて 1868 年以後だが、これは性質上













1942； 10 冊）、『現代外国法典叢書』（有斐閣、1939‒42； 9 冊）などがこれに当たる。
　注目すべきものとして、日本法理研究会が発行した『日本法理叢書』（1940‒44；39 冊）
と『日本法理研究会事業概要』（1942）がある。また、朝鮮総督府発行『慣習調査報告書』
（1910）と 1948、1949 年の韓国書籍のほか、満洲国に関する 3冊がある。 
　2）法制史および外国法
　①日本法制（史）
　全部で 6つの小主題からなり、一般以外に 5つの分類が時代別に細分化されている。 
　一般には 90 種があり、その内容は以下の通りである。日本精神協会刊行『大日本詔勅
謹解』（1934； 7 冊）、伊藤博文編『秘書類纂』（秘書類纂刊行会、1934‒6； 22 冊）、帝国学

































『儒胥必知』といった私撰法書も刊行された。1865 年または 1866 年に刊行された『奎章








『法規続編』『現行韓国法典』『新旧刑事法規大全』と『刑法大全』の仏訳本 Le Code Pénal de 









（唐）魏徴等編、群書治要（50 冊、1787 ／ 25 匣） 
大清仁宗受天興運敷化綏猷崇文経武孝恭勤儉端敏英哲睿皇帝聖訓（110 冊、1824 ／ 80 匣）


















許之璇初校・史悠咸覆校、大金集礼（40 冊、1895 ／ 4 匣）
王圻纂輯、続文献通考（254 冊、1603 ／ 80 匣）
歴代名臣奏議（48 冊）、張薄、歴代名臣奏議（48 冊、1635）
（宋）李綱・（明）佐光先選、李忠定公奏議（冊 15 ／ 5 冊）38
（唐）呉兢、貞観政要（10 冊、綛田屋平右衛門、1823 ／ 10 冊）
（民国）陳垣校補、沈刻元典章校補（大学研究所国学門、1931 ／ 5 冊）
（清）伯麟等編、（欽定）兵部則例（1809 ／ 133 冊）
大清律例彙輯便覧（1877、宝善堂／ 27 冊）
大元聖政国朝典章（60 冊）（1908 ／ 2 匣）


















































































　William A. P. Martin『万国公法』（1864）41 や『公法便覧』（1877）42 といった初期資料が所
蔵されている。特徴的なのは、国際法を平時と戦時に区分し、一般国際法 21 種のうち初
期のものとしては外国学者の翻訳書が 3 種 43 あり、1911 年からは日本学者の著書が増え
ている点である。平時国際法には 1869 年から 1942 年まで 26 種、戦時国際法は 1900 年
から 1940 年まで 16 種、そして中立に関する本は 2種ある 44。
　そして、各国海戦関係法令（海軍大臣官房編・発行、27 冊、1914）、中国の法書であ
40	 大邱土木事件は、朝鮮高等法院の聯合部判決である。「瀆職詐欺被告事件」［昭和 25 年刑上第 175、177、
178 号、1931 年 7 月 30 日聯合部決定、1931 年 7 月 30 日刑事部判決破棄自判］（朝鮮高等法院判決録、
第 18 巻、49‒134 頁参照）。
41	 丁韙良著／李常華校、崇実館発行。
42	 Theodor D. Woolsey 著／（清）丁冠西訳。
43	（独）Martens, F. von ／有賀長雄訳『条約批准拒絶論』（筆写本）、Martens, F. ／中村進午訳『国際法』2冊






























































































国判例法規出版社が 1932‒1943 年に発行した『条別追加帝国判例輯覧』など 43 冊、大阪


















































































　単行本は、地域別に中国法制（史）が 5,966 冊で全体の 52.93％を占め、法制史全体が


























西洋法学者 Ferdinand Kniep、Friedrich Tetzner、Ernst Zitelmann らの蔵書を大量に購入した。そして、
ドイツ語からなる基礎法学関連の法書のみに限定すれば、法学一般が 113 冊、法哲学が 630 冊、ローマ
法が 1,015 冊、ドイツ法制史が 182 冊、その他 168 冊で計 2,108 冊になる。そのほか、民法などの膨大
な書籍があり、続いて西洋法書 40 冊を紹介している（崔鍾庫、前掲論文、287‒288 頁および 292‒324
頁）。また、1996 年に刊行されたソウル大学校中央図書館編『ソウル大学校開校 50 周年紀念中央図書
館所蔵貴重図書展展示図書解題目録』で紹介された西洋貴重法書は計 33 種で、そのうち最も年代の古
い書籍は、1482 年に Speyer で刊行された Azo Porcius ＊の『勅法彙纂および法学提要箋論 Summa codicis 






＊	 Azo Porcius（約 1150‒1230）：ボローニャ大学教授。イタリアでローマ法大全（Corpus Iuris Civilis）にス
コラ的方法を動員して法学を復興させた註釈法学派（Glossatores）の大家である。
＊＊	本稿は、2009 年ソウル大学校韓国学長期基礎研究「京城帝国大学図書館の形成と資料」での共同研究の
一環である。
